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「三田学会雑誌」86巻 2 号 （1993年 7 月）

S -

ジョン•ノ、。トン の 訪 日 日 記 （1947年)

一 （上 ）一

松 村 高 夫

以下に示す日記は， 1947年 10月1 2日から11 

月 6 日にかけてマッカーサ一の招待により訪 

日したイギリス議員代表団 5 人のうちのひと 

り， ジ ョ ン • パ ト ン （John P a to n) の手稿で 

ある。他 の 4 人はゴードン • ラ ン グ （G ordon 

L a n g ；, ハ ー ヴ ェ イ • ロ ー ズ （H a rv e y  

R hodes), ス タ ン レ イ • プ レ ス コ ツ ト （S ta n 

l y  P r e s c o t t e ) ,ウィリアム •ティ一リング  

(W illiam  T e e lin g )であつた。

一行は 10月 3 日にイギリスを発ち， 日本に 

来たあとは韓国，香港， シンガポ _ ルに行き， 

12月2 2日にイギリスに帰国している。パトン 

の手稿は， イギリスのミッドランドの労働史 

家 ェ リ ッ ク • テ イ ラ ー （E ric T a y lo r) 博士に 

より発見 • 入手され，私はそのなかの訪日日

記の部分の和訳 _ 公刊を博士から依頼された。

ジ ぺトンの略歴

まず， ジ ョ ン . ノ< トンとはいかなる人物で 

あるか， テイラー博士の書いた略歴をもとに 

紹介しよう。 パトンは 1886年， スコツトラン 

ドのアバディーンに生まれた。かれの父親は 

パン屋だったが， ジ ョンが 2 歳になるまえに 

家族を捨てたので，生計維持は母親の肩にか 

かった。 アバディーンに小売店をもっていた 

彼女の両親が協力した。 ジョンは地元の小学 

校に通い， 12歳で卒業したが，その後はオク 

ス フ オード大 学 の ラ ス キ ン . コ レ ツ ジ （Rus-

kin C ollege) の通信教育課程や労働者教育協

注 （1 ) ラングは S talybridge & H y d e選 出 の 労 働 党 議 員 （1945年一），法 制 委 員 ；ローズは 

A shton-under-L yne選出の労働党護員（1945年一），商工業委員；プレスコットはD arw en 
( L a n c a s h i r e )選出の保守党議員（1943年一) ，商工業委員（綿業）， ロンドンのシティ一のフ 

リーマン；ティ一リングはB rig h to n選出の保守党議員（1944年一），外交問題委員 C Who’s 
Who in Parliament による）。

( 2 ) パトンの極東訪問日記は1947年10月 3 日から12月2 2日までつけられているが，その内容はつ 

ぎのとおりである。10月 3 日一10月11日イギリスから海路で日本へ；10月12日- 11月 6 日 

日本滞在：11月 7 日- 8 日 韓 国 滞 在 ；11月 9 日- 11日 空 路 香 港 へ ；11月12日- 2 3日香 港 滞  

在 ；11月2 4日-2 7日船でシンガボ一ルへ；11月2 8日-12月 2 日 シ ン ガ ボ 一ルとベナン滞在： 

12月 3 日- 2 2日船でイギリスへ。

3 ) John Paton , Left Turn!, 1936, p. 391，quoted in E ric T ay lo r, typescrip t re John P a ton  5pp. 
(1978).

137 {2 7 7 }



会 (W o rk ers’ E ducational A s s o c ia t io n )で学 

んだ。前者は1899年に，後者は 1903年にでき 

た労働者教育の機関である。理髪師になった 

ジヨンは， 『ク ラ リオン {Clarion) \を 読 ん で  

社会主義に関心をもつようになり，資本主義 

は 「混沌とした不条理な混乱状態ともいうべ 

き も の （a chaotic and absurd  m uddle)」 であ 

ると確信するにいたった。かれは，独立労働 

党 (Independent Labour P a rty  : I L P ) と店員 

組 合 （Shop A ssis tan ts’ U n i o n )に加入し， こ 

うして生涯にわたる社会主義運動との関わり 

がはじまった。

I L P への加入後間もなく，かれはアバデ 

ィーンからグラスゴウに移ると，数年間はそ 

こで義歯の販売やミルクの販売もおこなって 

生計をたてた。一時， I L P の指導者の戦闘 

性欠如に失望してアナ一キストのグループに 

入ったが， アバディ一ンにもどると再び理髪 

師となり， I L P に再加入した。間もなく第 

1 次大戦がおこると，徴兵検査で足首が弱く 

難聴のため兵役には不適当と判定され，その 

ため政治活動に没頭できるようになり， IL P  

のアバディーン支部やスコットランド北部連 

盟の指導者になった。

戦争がおわると理髪師を辞め， I L P のス 

コットランド北部の専従オルガナイザーにな 

り， さらに1920年にはスコットランド全域の 

責任者になり，以 後 4 年間その任務を続けた。 

そ の間 2 度の総選挙では I L P から立候補し 

たが， ともに破れている。 しかし，かなりの 

数の得票を集め， 1923年に南アバディーンか 

ら立候補したときには， 自由党に次いで 2 位 

に入ったほどだった。

1924年，か れ は I L P の全国オルガナイザ 

_ に任命されると，本部のあるロンドンに移

注 （4 ) Ibid., p. 393.
( 5 ) Ibid., p. 427.

住した。 3 年 後 に は I L P の総書記となり， 

1929年から 31年 まで 党機 関誌 『ニュー.リー 

ダ ー CNew L似t/g r)』の編集者も兼ねた。 こ 

のようにパトンは， I L P が1932年に労働党 

を離脱するまでの時期の重要な人物だったの 

である。労働党から離反した「新しい」 IL P  

にかれが期待したのは，共産党にたいする 

「活動的な断固とした反対 （active  and d e te r

m ined o p p o s i t io n ) Jであったが，事態は期待 

とはまったく異なる方向に進んだ。 I L P と 

共産党は多くの場で協力したし， 1933年には 

両 党 間 の 「日 々 の 協 力 （d a y  - to  - d a y
( 5 ) 、

coopera tion ) J が同意された。パトンはこれ 

に強固に反対して I L P の書記を辞任し，数 

力月後には I L P も離党した。

I L P の書記辞任後，パトンは死刑廃止全 

国 評 議 会 (N a tio n a l Council fo r the A bolition 

of the D eath  P e n a l t y )の書記になり， また， 

刑罰改革ハワ一ド連盟 （H ow ard  League for 

Penal R e f o r m )の執行委員となり，『刑罰改 

革 者 iPenal Reform er) \の 編 集 者に もな っ  

た。 1930年代半ばにかれは 2 冊の自伝，P r o 

letarian P ilgrim age  ( 1 9 3 5 )と L e ft T u rn !  

( 1 9 3 6 )を出版した。そして間もなく労働党 

に加盟する。

1938年かれはノリッジの労働党候補になる 

が，第 2 次大戦勃発のため総選挙は 1945年ま 

で延期された。 45年の総選挙ではノリッジか 

ら労働党 2 人が当選した。下院議員になった 

パトンは外交問題の専門家として評価される 

ようになり， 1947年の日本訪問の議会代表団 

のひとりに選ばれたのである。

パ ト ン は ノ リ ツ ジ 選 出 （1950年にこの選挙 

区 は 2 つに分割され，かれはノリッジ•ノース選 

出となる）の労働党議員として，高齢と病気
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のため引退する 1964年まで活躍したが， この 

間とくに関心を寄せたのは外交問題と刑罰改 

革である。かれは1972年までウヱルヴィソ • 

ガーデン • シティに住み，その後，妻の親戚 

が住むウルヴァーハンプトンに移り，そこで 

1976年に 90歳で亡くなった。パトンの再婚相 

手の フ ロ ー レ ンスも労働党の重要なメソバ一 

であり，彼女は 1945年から 1950年までノッテ 

ィンガムの力一ルトン選挙区選出の議員であ 

った。彼女は 1976年，夫が亡くなる 2 力月前 

に世を去った。 このパトンの日記を入手した 

テイラー博士もウルヴァーハンプトンに住ん 

でおり，それが入手のきっかけになった。

イギリス議員代表団訪日の背景

では次に， 1947年秋のイギリス議員代表団 

5 名の訪日の背景ならびに経過をみてみよう。

日本の敗戦とそれにつづく対日占領のなか 

で， アメリカ主導による政策が行われたこと 

は周知のことであるが， イギリスの対日占領 

対策は英連邦のそれとして遂行されてきた。 

だが，第 2 次大戦中のアジアにおけるオース 

トラリア軍の軍事上の実績により，英連邦占 

領政策のなかではオーストラリアが主導権を 

握り， イギリスは後景に退かざるをえなかっ 

た。 じじつ，戦後オーストラリア外交を指導 

したニヴァットは， 日本降伏文書の署名にさ 

いしアメリカ， ソ連とおなじく署名権を得た 

し，英 連 邦 日 本 占 領 軍 （B C O F )の司令官に 

はオーストラリア人口バートソンが就いた。

また，極 東 国 際 軍 事 裁 判 （東京裁判）の裁判 

長にはオース卜ラリア人のウェッブが就き， 

対日理事会の英連邦代表には同じくマクマホ 

ン • ボールが就いたのである。

対日理事会についていえば，最近訳出され 

た A ■リ ッ ク ス 編 『日本占領の日々一マクマ 

ホ ン . ボール日記』が明らかにしているよう 

に， ボ一ンの就任をめぐってはオーストラリ 

ア政府とイギリス政府のあいだで様々な対立 

があった。 イギリス外務省はボールの英連邦 

代表任命に強く反発し，べヴィン外相も失望 

を表明。 イギリスのアトリー首相はオースト 

ラリアのチフリ一首相にたいしボ一ルの指名 

の取消を求めたが，結局拒否された。 こうし 

て1946年 4 月にボールが就任するが，かれは， 

対日理事会の役割を弱体化し，すべての占領 

下の権力を自らに集中しようとするマッカ一 

サ一に絶えず不信感をいだいた。 ボールは自 

分の義務を，ボール自身のことばによれば， 

「1 ) 英連邦が， 占領政策にっき他国と異な 

った独自の見解を表明する権利を維持するよ 

う努力すること。 2 ) この努力を行いつつ， 

米国と英連邦との間に深刻な亀裂があると受 

け取られるような言明や行為を避けるよう努 

めること。」の 2 点 に 置 いて いた が ， G H Q  

の非軍事化や諸々の民主化政策に懐疑的であ 

った。唯一の例外は，農地改革であり， これ 

はボールの提案が実現したものとして知られ 

ている。

1947年 7 月末から 8 月にかけて 1 週間ほど 

来日したヱヴアットが， その後急速にそれま

注 （6 )  A . リックス編竹前栄治，菊地努訳『日本占領の日々一マクマホン• ボール日記一』岩波 

書 店 1992年 （以下，『ボール日記』 と略す）。このなかの「日記解題」，「注」，「訳者あとが 

き」が詳細で有益である。

( 7 )  A . リックスによる「日記解題」，『ボール日記』p. xvi.
( 8 ) 対日代表部マクマホン• ボールから首相シフリー宛て報告1947年 9 月 1 日，『ボール日記』 

p. 249.
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での政策を変えてマ ッカーサ一の政策をほぼ 

全面的に支持するにおよんで， ボールはつい 

に47年 8 月辞任， 9 月 5 日に日本を離れた。

47年 9 月 1 日 付 で チ フ リ 一 首 相 宛 て に 「親 

展 • 秘」の報告書を書いたが， そこにはいか 

にマッ力一サ一が対日理事会の設立に反対し， 

設立後も情報収集の妨害や対日理事会に勧告 

を求めないなど常にその機関を低い位置に置 

くようにしてきたかが詳細に報告されている。 

ボーンはこう書いている。「私は，S C A P は， 

常にソ連のことを口実として利用してきたと 

信じている。恐らく，マッカーサー元帥の態 

度を説明するより深い要因は，彼自身の気質 

と性格にある。いかなる場合でもマッカ一サ 

一は， どんなに些細な方法であっても，彼か 

ら注意をそらすことになるような機関が日本 

に作られることに強く抵抗したであろう， と 

私は思う。」 ボーンは日本の支配構造や日本 

人の思考様式には戦前と戦後のあ I 、だに根本 

的変化がみられないとみなしていた。「もし 

S C A P の主張するように， 占領政策が成功 

を収めたとするならば，講和条約締結後にお 

いては，単に穏やかな管理ですますことがで 

きよう。 しかし， 日本の現状が，S C A P の 

公式の評価と異なったものであるならば， 日 

本の軍国主義の復活を避けるために，講和後 

においてもより注意深く持続的な管理が必要 

となろう。」 こう述べたボーンは， 日本を同

盟国とみるアメリ力の政策を危険だとみてい 

たのである。

英連邦占領政策をめぐる以上のような1947 

年の事態をみるならば， なぜマッカーサーが 

イギリスの議員代表団を日本に招待したのか 

は，明らかだろう。英連邦代表のボーンとの 

対立が深まると（それは結局ボーンの帰国とな 

ったのであるが)， マッカーサーは英連邦と再 

度緊密な連携をとり， 自らの占領政策の実施 

状況を見聞させ，その政策に同意させること， 

これが必要だったのである。 イギリス議員代 

表団もその訪日目的はよく心得ていた。来日 

直後の 10月 4 日の記者会見の模様を報じた 

『タイムズ』 は，つぎのように書いている。 

「日曜日に来日したイギリス議会代表団は， 

本日の記者会見で，最近まで対日理事会の英 

連邦代表であったマクマホン • ボ一ルが， オ 

—ストラリアで，経済的，政治的，宗教的事 

柄についての日本人の思考は実質的には変わ 

らないままである （rem ained v irtua lly  un 

changed) と言明したことについてコメント 

するのを断った。」注意すべきことは，『朝日 

新聞』『毎日新聞』 など日本の新聞が， この 

記者会見のその他の応答は報道しているにも 

かかわらず， このボ一ルの見解にたいするコ 

メントは断ったということは報道していない 

という点である。マッカーサー批判に通じる 

ボールの言明をめぐって何も書かれていない

注 （9 ) 同上，p_ 248.
( 1 0 ) 同上，p. 262_
( 1 1 ) 「ボールは，その笔書Japan Enemy or Ally, 1948 (邦 訳 『日本敵か味方か』筑摩書房， 

1953年）の中で，日本の印象について述べている。この本では，拡張主義者日本の復活を阻止 

するために，太平洋地域の管理の必要性を主張しており，また対日理事会について大胆な分析 

がなされている。 日本の社会構造や政治指導者たちの施政方針には何ら根本的変化が見られな 

かったので， 日本を同盟国とみる米国の政策を彼は危険だと見なしていた。しかし，1964年 8 
月キヤンベラで開かれた会議に提出した論文の中でボールは，日本の行動を予測することがで 

きなかった点において，オーストラリアが当時採択した方針のほとんどは間違っていた，と主 

張した。」（『ボール日記』注241，pp. 303-4 .)
(12) The Times, O ctober 14，1947.
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のは，何らかの言論統制あるいは自主規制が しているからだ。

なされた可能性が大きい。

議会代表団の記者会見 

—— 日本の工業再建と民主化政策について

ィギリス議会代表団は来日直後の10月1 3日 

と離日直前の11月 4 日に記者会見をしている。 

『朝日新聞』 47年 10月1 4日 は “日本に進歩的 

な工業水準 ” との見出しをつけて，つぎのよ 

うに報じている。

「来日したイギリス下院代表ゴ一 ドン•ラン 

グ 師 （労）ハ 一 ヴ ェ 一 • ロ ー ズ （同）ジ ョン . 

ペ イ ト ン （同）W .テ ィ 一 リ ン グ （保） W  • ス 

タ ン レ ー • プ レ ス コ ッ ト （同）の五 氏 は1 3 日 

放送会館で内外記者団と会見し，左の要旨の 

一問一答を行った。

問日本ではャミ取引のために経済安定は 

かなり妨げられているが，英国ではどう 

か。

答英国ではャミ取引を発見次第厳罰に処 

することになっている。 また国民自身も 

ヤミ行為になじまぬ性質をもっており， 

国家経済の復興に個人として責任を痛感

問英占領軍は日本から撤退するといわれ 

ているがどうか。

答英国政府は約束に忠実である。最近の 

英軍司令官の撤退に関する声明はすでに 

承知のはずだ。」

(米 第 8 軍ではなく）S C A P マッカーサ一に 

直属する英連邦軍は，軍司令部を呉に置き， 

広島，岡山，鳥取，島根，山ロの 5 県と四国 

の 4 県を占領していた。空軍は岩国，防府， 

美保に駐留した。広島にはオーストラリアの 

第34歩兵旅団が駐留し，東京には英連邦の一 

大隊に護衛と儀礼的目的のための宿泊施設が 

提供された。

つづいてドレーパー声明についてつぎのよ 

うな応答がなされた。

「問ドレーパー米陸軍次官は日本を東洋の 

工場とすると声明しているが… …

答日本は従来も高度の工業国だったが， 

今後もそうだと思う。 日本から工業力を 

奪うことは不可能だ。

問日本の工業水準はどの程度にすべきと 

思うか。

答それは対日講和条約の主要題目だから

注 ( 1 3 ) 『朝日新聞』1947年10月14日
( 1 4 ) 竹前栄治「訳者あとがき」，『ボール日記』p. 3 0 9 .イギリス労働党は，「英連邦軍はいまや 

その数は減っているが，最高司令官の指示のもとで日本の占領で役割を果たしつづけている。」 

{Labour Party Year Book, 1947-48, p. 9 8 ) と書いている。

(15) R. N. L. H opkins, ‘H isto ry  of the A ustra lian  O ccupation in Japan , 1946-50，’ in Royal 
Australian Historical Society Journal and Proceedings, vol. 150, 1954 .(『ボール日記』注79， 
p. 286に引用されたもの）

( 1 6 ) 『朝日新聞』1947年10月14日
『毎日新聞』47年10月15日によれば，イギリス議会代表団はドレーパーの声明については， 

「日本の工業レヴュルを，それが東洋の他の近隣諸国を苦しませ，あるいは破壊する程の工業 

力としてはならない。」と答えたとされている。離日直前の記者会見では，「前の会見で日本は 

アジアの工場として残らねばならないといったように報ぜられたが，これはまちがいだ。日本 

が将来工業国家として再建出来ない程度に工業施設を奪われるものではないといったのであ 

る。」（『朝日新聞』47年11月 5 日） と発言しなおしている。
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ここで論ずべきではないが， 日本が自力 

で伝統を維持するに満足な進歩的な水準

建の基礎を与えようとするものでは絶対に
( 17 '

ない。」

でなければならない。 しかし安全保障の 

見地から，隣接諸国の回復を破壊せしめ 

るほどの水準は許されない。

問英国における炭鉱国営の結果はどうか。 

答これは大問題だから結果をいうのは早 

すぎる。 もし保守党内閣になっても国営 

は変更しないだろう。」

ドレーパーの声明とは， 10月 9 日， 占領地 

救済費削減のた め 日本とドイツにたいし工業 

製品の大量輸出を許すべきだとするものであ 

る。すなわち， ボストンで開かれた連邦準備 

銀行株主総会の演説で，大略つぎのように述 

ベていた。「昨年度米国は占領費以外に旧敵 

国陣をキガから救うため 7 億 5 千万ドル以上 

を使った。つまり， 日本， ドイツ， オースト 

リア，朝鮮の諸国民に食糧を供給するためア 

メリ力国民の一人一人が 5 ドルずつ負担した 

わけである。今後もひきつづいてこの金を支 

払いたくないならば，米国は日本にもドイツ 

にも工業生産物の大量輸出を許可し，食糧そ 

の他原材料の支払にあてさすことが必要であ 

る。 もちろんこれは新しい日独に軍事機構再

また， 日本の繊維産業の復興については， 

「問 日 本 の 繊 維 工 業 が 復 興 し た 場 合 ，英国 

と市場の点で競争とならないか。答 英 国 は  

日本の繊維工業を恐れていない。ただ日本の 

繊維工業従業員が英，米のそれと匹敵する生 

活水準を許されることを望むのみだ。」 とあ 

る。 こ の 点 は 『タイムズ』通信員が一般的に 

得た印象として，代表団として回答したプレ 

スコット氏は r 日本の繊維産業の再建にはひ 

どく時間がかかると信じている。指摘しなけ 

ればならないのだが， この見解は日本の会社 

はもっていないものである。」 と報道してい 

ることに注目したい。 この点は11月 4 日の記 

者会見で，「紡績機械の質的なちがい，原料 

供給の条件などから日本の繊維工業は今後 5 

年間英国のそれとは太刀打ちできないであ 

ろう。」 との推測がより明確に示された。

では，政治的改革，民主化政策については 

どのような印象をもったのだろうか。 『朝日 

新聞』によれば， 「問片 山首 相は英国労働  

党を模範とするといっているが，英国労働党

注 ( 1 7 ) 『朝日新聞』1947年10月10日
( 1 8 ) 『朝日新聞』1947年10月14日
(19) The Times, O ctober 14，1947.
( 2 0 ) 『朝日新聞』1947年11月 5 日

( 2 1 ) 『朝日新聞』1947年10月14日
( 2 2 ) 『毎日新聞』1947年10月14日

その同じペイジの「余録」 というコラムでは，「入京したイギリス下院代表の記者団に対す 

る談片を読んで感じるのは，イギリス政治家の常識である。そして政党的感情の極めて洗練さ 

れていることである。例えばイギリスの国内問題を語っても，その人が労働党か保守党かの区 

別は，ちょっとつかない程である。…… 日本の紡績業が決してランカシャ紡績の脅威となるこ 

とはないと断言したのは，保守党議員であり， 日本の紡績工が米英の紡績工と同じ賃金，生活 

水準を与えられることを希望したのも同じ人であった。」 とその印象を記している。回答した 

プレスコットは，注（1)で記したようにラン力シャーの選挙区から選出された保守党議員で，

とくに綿業の担当委員であったから，上記のように回答したのである。
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は日本の政治をどうみているか。答 日 本 が  

真に民主主義的議会をつくることに関心をも 

っている。 もしも議会が従来のように単に顧 

問的地位に止まるなら意味がない。」 とある。 

同 じ 応 答 が 『毎日新聞』では，「日本の社会 

党をどう思うか。」 という問いにたいしては， 

「われわれが最も関心をもっているのは， 日 

本で行われているデモクラシーの実験だ。 日 

本の政党が成功するのは，真に民主的な政党 

と議会をつくることにある。そうすれば英国 

は好意の手をのばすだろう。」 と答えている。

この10月1 3日の記者会見で，代表団のなか 

で回答したのはもっぱらプレスコットだった。 

パトンにとっては退屈極まりないものだった。 

パトンの日記には「午 後 2 時30分，われわれ 

は放送会館で最初の記者会見をした。息苦し 

い暑い臭気のある部屋が汗ばんだジャーナリ 

ストたちで一杯になっており， ほとんどが日 

本人である。貧弱な質問が同じように貧弱な 

回答をひきだす。午 後 3 時30分， ラングと私 

は抜け出し， 日本人の通訳をつれて自転車で 

見物にでかけた。」 とある。パトンは途中で 

抜け出し， 3 人で東京探索にでかけ，銀座，

神田を経て吉原まで見学にいっている。

日本人移民問題

滞日中，最もセンセーションを引き起こし 

たのは，移民にかんする議員代表団の発言で 

あった。「わが国の移民問題が日本視察に来 

朝した米英の人たちによってとりあげられた。 

英議員団の発言は『日本の過剰人口はフラジ 

ルへ500万その他蘭領ニューギニアなどにも 

送れる』 という内容のものであったが， この

注 （2 3 ) 『朝日新聞』1947年11月 9 日

(24) 同上

( 2 5 ) 『朝日新聞』1947年11月 5 日

一言はその翌日赤道を越えてオーストラリア 

に響き，チフリ一首相やオランダの駐在情報 

官 が 『とんでもないことだ』 と否定したとい 

うことがメルボルン放送で即座にうちかえさ 

れてきた。/ 日本人が南十字星輝く赤道近く 

の世界にのり出すことが，それほど鋭い反響 

をよんだわけである。 これについて 4 日当の 

英議員団はさらに『日本の移民問題は講和会 

議で決定すべきことで，広大な地域へ日本の 

過剰人ロを吸収することが将来可能性がある 

といったのだ』 と説明した。」

同 時 に 『シ カ ゴ .ト リビ ュ ー ン 』 社主マコ 

一ミックも，同日片山首相と閣僚に会ってこ 

れと同様な意見を述べた。 この紙面では， イ 

タリアが47年 2 月に講和条約に調印し，批准 

の 9 月までに 50万近い移民を送りだすのに成 

功したことが記され，「このことは同じ無条 

件降伏を受諾した国の，講和以後に歩いてき 

た足取りとしてみるとき， 日本にとっては非 

常 な 関 心 を 払 う べ き 事 実 で な け れ ば な ら  

ない。」 と指摘している。 イタリアは講和後 

直ちに各国と移民協定を結び， アルゼンチン 

には 4 月から農業移民が毎月 3 万人ずつ， フ 

ランスには鉱山労働者が 3 月以来25万人を送 

り出し，いずれも旅費は向こう持ち，入国後 

はその国の労働者と差別待遇をしないとの 2 

原則をつけたことも書かれている。

2 5日間にわたり日本を視察した一行は，離 

日前につぎのように語った。「ブラジル， シ 

ャム， ニューギニアなどへの移民についての

発言が問題となったが，本当の意味はこうだ。 

広大な地域をもつこれらの国々は日本の過剰 

人口を吸収する余力があり， この点から日本 

人の移民も将来可能性があるといったのだ。
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移民問題は講和会議で決定すべきだ。」
(25)

を忘れている。 日本政府の指導者たちが彼ら

帰国後イギリス議会での発言

ティーリングはイギリスにもどると，翌年 

48年 1 月2 3 日の議会で， イギリス政府が日本 

に，極東に無関心であることを指摘し，「わ 

れわれは極東に関する政策を全く持っていな 

いといわざるをえない。 日本の状況と極東の 

状況はイギリスの観点から満足するには程遠 

い。 アメリカ人は多くの点でわれわれの態度 

や行動にかんして全く満足していない。」 と 

述べている。 そして，「マッカーサーが招待 

したのは， イギリス人が日本でなされている 

ことをもう少し知るべきであるから」であっ 

たと訪日招待の目的を語り，「日本人はイギ 

リスについて無知」であり， イギ リスは「将 

来競争者になる日本にたいする政策」をもっ 

ていないと警告を発している。

つづいて立ったパトンは， 日本で，新しい

選挙制度，憲法制定，農地改革，教育改革が 

実施されているが， これらの法制化は，「あ 

の国で完全な政治革命をなし， この東洋の国 

に始めて効果的で健全な民主主義制度をもた 

らしている。」 と述べ，他の議員が発言を遮 

ろうとするなかでつぎのようにつづけた。 

「こ の [民主主義の装置の]発展はマッカ一 

サー元帥とアメリ力占領軍の希望によりもた 

らされたといわれているし，それは本当だ。 

だがしかし，その見解はこれらの法制化が民 

衆 的 に 選 挙 さ れ た 政 府 （polu larly  elected 

G overnm ent) によって実現したという事実

がっくった政治機構を信じていないと示唆す 

ることは，彼らにたいして不公正であろう。 

そして社会主義者片山首相の指導下にある現 

在の連立政府は，民主主義の原則を心底から 

信じて，断固としてその実現のために働いて 

いる政府ではないと示唆することは，おおき 

な不公正であろう。Z アメリ力の影響が強か 

ったことにはわれわれは同意するけれども， 

私の熟考した末の見解は， これらの法制とこ 

の新しい制度が日本政府と民衆的に選出され 

た現在の政府の意志と支持によってもたらさ 

れたものであるということである。」

パトンはさらに経済の改革について述べ， 

「評価は政治的側面の評価よりもより好まし 

くないものである。政治的側面では明快な決 

定，明確な目的，成功裏に実現した政策があ 

るが，経済的側面を熟視すると，全てが曖昧 

で不明瞭で未決定である。」 と経済的改革の 

不徹底さを指摘した。そして，議会はドイツ 

の経済復興に寄せるのと同じような関心を日 

本にも向けるべきだと主張した。発言の最後 

にパトンはつぎのようにのベて13分間の演説 

を終えている。「私はひとつのことを確信を 

もって本議会にいうことができる。 それは， 

完全で相当な生活を人々に保証するだけの十 

分な日本の経済が同時になければ， 日本に安 

定した平和はありえないし，新しい政治的民 

主主義制度を永続的にすることもできない， 

ということである。」

3 人の議員を派遣した労働党は，訪日議会 

代表団の成果を，「占領のあらゆる側面にそ

>± (26) H ouse of Commons, Foreign  A ffairs, Jan u ary  23，1948, Hansard vol. 445, 570-75. 
(27) (28) (29) Ibid., p. 578.
(30) Ibid., p. 579.
(31) Labour Party Year Book 1947-48, p.98.
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の代表団が示した鋭い関心は， この国[イギ 

リス] と最高司令官 [ マッカーサー ] とのあ 

いだの良好な関係をいっそう強めたし， また 

日本人に好印象をあたえた。」 と評価してい 

る。パトゾの滞在中に書かれたこの日記では， 

このような議会や党での代表団の公式表明と 

は反対に， マッカ一サ一の人物批判からアメ 

リカによる占領政府批判までいわば本音が随 

所に記されている。

日 記

10月1 1日

早朝の暗闇のなかを総督のランチで我々の 

出発地へと向う。いまは日本への旅の最終行 

程を英国空軍に託す。英国海外航空会社 B . 

O . A . C .の快適な配慮はすべて終った。我々 

がいまや軍の管理下にあるのは，痛ましくも 

明白なこと。彼等は我々を快適にするために 

最大限尽力してくれたけれども，手箸は極め 

て原始的である。飛行機は旅客用に改造され 

た古いサンダ一ランド飛行艇だった。潜水艦 

に入っていくようだった。窓は立ち上ってよ 

うやく見通せるほどである。露出した金属柱 

やボルトが見えたり，時にはそれに触れたり 

すると，巨大なメカーノのセットという印象 

を与える！すべてがガタガタと鳴るようだっ 

た。飛行艇が離水するために水上を突進した 

ときの音と振動は， ほとんど耐えがたいもの 

だった。飛行中はそれは弱くはなったが，会 

話を交すのは不可能だった。我々は午前 7 時 

10分に飛び立つと，岩国まで 9 時間飛行だと 

告げられた。岩国に降りて，東京に向かう前 

夜を過すことになっていた。我々は離着水の 

さい，救命チョッキを着用するよう命じられ 

た。午 前 9 時，快晴のなかを我々は中国の海 

岸の上空や海岸近くを極めて安定した飛行を

してきて，いまや福州地区のどこかを飛んで 

いるのだが，福州は遠く離れていて見えない。 

私が中国本土を最初にはっきりと近くに見た 

のは，別のすばらしい瞬間だった。諸都市が 

イングランドで通常見られるよりいっそう隣 

接した集団をなしているようであり，不規則 

に広がってはいないことに私は気づいた。お 

そらくその都市は城壁都市であるか，あるい 

はかつてそうであったのだろうが， この距離 

ではわからない。 この高度から見ると，緑の 

草木があるという形跡はほとんどない。大地 

は珍らしい荒地の外観を呈しており，色は赤 

褐色である。全くの丘陵地帯で，遠く背景に 

は高い山々が連なって見える。 その色とはっ 

きり見える荒地は，我々の高度のせいかもし 

れない。汕頭を通過したとき見たその光景は， 

私に海賊の歴史を読んだことがあるという記 

憶をよびおこさせた。我々は最初の食事をと 

った。午 前 9 時 45分。私は太いなる歓待を受 

けたところである。操縦室に昇らせてもらい， 

レーダ一設備をはじめとする全ての機械を見 

せてもらった。将校たちはひどく気むづかし 

く堅苦しいが，皆極めて若く，我々のような 

彼等に見慣れないタイプの人々に対しては， 

たぶんとても恥ずかしがり屋なのだろう。午 

後 1 時。 日本列島の最南端を横切ったばかり 

であり，それまで防寒用にくるまっていた毛 

布を脱ぎ捨てると，今ははじめて気分がよく 

なった。東シナ海上空の長時間におよぶ飛行 

中には，厚い白い雲のはるか上空を飛んでい 

た の で （私は多少耳なりがしていた）， とても 

寒かったのである。それは最も不快な行程で 

あったが，いまや完全な飛行日和となり，順 

調に事が運んだ。午 後 3 時。予定より 1 時間 

早く岩国港に着水することになった。輝く太 

陽と明るい青い海。海岸線を横切ってからは， 

我々の眼は眼下のすばらしいパ ノ ラ マにピタ
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リと収まっている港に吸いつけられていた。 

幸いにも雲はなくなっており，輝く光の下で 

細部を全て見ることができた。 この国は私が 

想像していたよりも山が多い。段々畑の開墾 

の拡がりが印象的である。丘陵の急斜面のひ 

どく高いところでも，肥沃な土地ならどんな 

狭い窪地も開墾されている。 その労働は莫大 

なものにちがいない。海岸線は輝光のなかで 

曲線を描いており，深く入り組んだ入江はし 

ばしば白砂でふちどられたり，砕けた白い大 

波に切り込まれたりしていた。見えるのは島 

また島であり，魅力的で美しい山々が高く重 

なって，それはひとつづきのすばらしい大地 

のように見える。午 後 3 時10分。ちょうど予 

定より 1 時間早く， スムーズに完璧な着水を 

した。再び新鮮な大気のなかにいるのは， さ 

わやかで暖かく，かつ快適だった。飛行機は 

金属製の納骨堂であったが，太陽はすぐに私 

の身体のひどい寒さを取り去ってくれた。 

我々は空軍少将が勤務で不在のため，司令官 

代理ランキン准将に会わされた。（私はいま 

に も 「ああ，有難い」といいそうだった。）我々 

は空軍少将の家へ案内されたが，その家は彼 

がその晚，我々の自由な使用にと提供したも 

のだった。それはすてきな日本風の家だが， 

洋風の家具は極めて品位のあるもろさのなか 

では重厚すぎ，かつ頑丈すぎるようにみえる。 

入るときに玄関で靴を脱がなければならなか 

った。本物の日本製マットがこれまでどおり 

床の上に敷いてあり，広々とした美しく磨か 

れた板がある。その家の醸しだす全体の効果 

は，品位，美，平安，静寂である。 ロ一ズと 

私は夕食前にたいへん長い散歩をした。多く 

の弓型だが平らな橋梁のある錦帯橋を渡った。 

木造の橋でこのタイプの建造物を見たのはこ 

れが初めてだったが， これは典型的に日本的 

なものとのことである。我々はその川の堤に

沿って数マイル， フゼカワ村まで歩いた。

玉石が敷きつめられた川底が露呈し，樹木 

でおおわれた丘の間をくねっているその川は， 

雨の降らない夏の北部スコットランドではほ 

とんどどこででも見かけるものである。水中 

に立っている多数の漁師がおり，数十人が餌 

をつけない半ダースの釣針で川底をトロ一ル 

しているようだった。その目的は食料であっ 

て， スポーツではない。彼等は小さい稚魚を 

全く自由自在にとっていたが，何故網を使わ 

ないのだろうか？ イギリスの漁夫ならば， 

あれ程多数が接近して並ぶと卒倒してしまう 

だろう。家に戻り，准将招待によるすてきな 

夕食に行く。食事は 3 人の日本の少女が給仕 

したが， じつに見事な着物が彼女たちをさら 

に美しくしていた。

彼女たちの衣裳は公式行事用のもので，完 

全な民族衣裳であるが，購入不能なまさしく 

先祖伝来の家宝であり，貨幣価値にすると 

100ポンドは優に越えると聞かされた。その 

衣裳の絶妙さからして，私はそのことを容易 

に信じることができた。その少女たちは優雅 

で上品で礼儀正しく，少しも媚ることなく， 

よく膜られているようにみえた。「サンキュ 

一」 と か 「プリーズ」 とかを口にする我々イ 

ギリスの習慣は理解されないだろうし，彼女 

たちを当惑させるだけだろうから，彼女たち 

の行為の全てに注意を全然払わないように 

我々はあらかじめ求められていた。（私はそ 

れに従った。だが，親しい微笑を送ることには 

躊躇しなかったが，それは誤解されてはいない 

と私は確信する！）准将はあとで我々に，彼 

女たちは生れがよく， よい教育を受け，両親 

はよい社会的地位の人達だといった。彼女た 

ちは空軍少将とそのお客さんたちのためにこ 

の接待を自発的にしているのであって， この 

種の同様の接待の申し出は（日本の）重要人
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物にたいしてもしばしばなされるとのことで 

ある。我 々 の軍 隊は 「非親交」命令に周到に 

従っていると准将からきいて驚いたが，性病 

にかかる率が異常に低いという事実は，かれ 

の言明が正しいことを裏書きしている。いま 

疲労困憊し，快適この上もない西欧のベッド 

で早目に就寝。

10月1 2日

午 前 6 時 15分，呼び起こされる。（昨夜と） 

同 じ 3 人の少女が給仕するすばらしいイギリ 

ス風朝食。今 朝 は 日 常 の 着 物 （これもたいへ 

ん美しい） と帯をつけている。家を辞すると 

き美しい少女が膝をついて私に靴をはかせ， 

紐を結んでくれたのは新しい経験だった。謝 

意を表することなしにこのようなサーヴィス 

を受けることや，サ一ヴィスを受けること自 

体が私には少々厭なことだった。だが，彼女 

たちは私の礼儀作法を理解しないだろうとの 

ことだったので，致しかたない。午 前 8 時15 

分に飛行場，今回は大地の上である。あのサ 

ンダ一ランド飛行艇にいまや別れを告げ，東 

京 へ は [ H . R . H . ]  ロバートソン中将の個 

人専用機で向うからである。ああ，有 難 い ！

8 時35分に搭乗，465マイル離れた東京へ向 

う。平穏な旅であり，東京の羽田空港に午前 

11時20分に着陸した。ふわふわした白雲が大 

量にあったけれど，幸いなことに，雲の囲み 

から突出した，まるで浮いているような壮観 

な富士山を見ることができた。太陽の光のも 

とで輝く雪の白い円錐形は， まさしくしばし 

ば絵に描かれたそれであった。大がかりな歓 

迎委員会があり，我々を待つ多数の写真班が 

いた。あたかも連合国軍のあらゆる部署のあ 

らゆる高官たちが（マ ッ カ ー サ 一 を除いて！） 

大使と共にそこにいるようだった。我々は明 

らかに極めて重要な人物だった丨車は列をな

して，我々が泊ることになっていた大使館に 

向い，そこでガスコイン夫人[イギリス代表 

部首席のアルバリ • ガスコイン卿の夫人]か 

らたいへん厚いもてなしをうけ，たいへん快 

適に泊ることができた。大使館は中央に大き 

な建物があり，その周囲をあらゆる種類の公 

用および私用の建物が囲んでいる，美しい庭 

付きの白人屋敷である。全体は頑丈な城壁を 

めぐらした村落に似ており， ここでは武装し 

た兵士たちが護衛についていない点が異なる 

だけである。午 後 1 時30分，我々は再び大型 

車に乗ってそこを離れ，マッカーサー元帥と 

昼食をとることになっているアメリ力大使館 

へと向う。その建物には壮麗な部屋があり， 

印象的な美しい置物がたくさんあった。 これ 

はあらゆる種類の上流階級の人々のもうひと 

つの集りだった。我々は将官の案内で広々と 

した応接間の入口前の大きな半円形のなかに 

入った。その部屋でマッカーサー夫人が我々 

を迎えたが，彼女は 50歳位にみえ，かなり高 

音のかぽそい声で（ひどく感嘆の声を発しなが 

ら）子供のようによく喋ったが， ひじょうに 

愛想のよい人である。元帥は狂信的禁酒主義 

者なので，我々は果汁を飲みながらその大人 

物の登場を待った。彼が入ってきたとき，そ 

れ は 「登場」 というべきものだった。彼は部 

屋 にま た い で （というのがピッタリの言葉であ 

る）入り，夫 人 に 「ダァ一アリン」 といい， 

大きな音をたててキスをしたが，彼女はしば 

らくの間， は た 目 に も わ か る ほ ど 「そわそ 

わ」 したぐらいである。それは見事な演技だ 

った。 ここにいる，重要人物の全てがいかに 

彼をうやうやしく扱っているかを見るのは興 

味あることだった。マッカ一サ一は 6 フィ一 

ト位の身長で，瘦せていて筋骨逞しく，青白 

い顔で光沢ある真黒な髪をしている。彼には 

インディアンの血が流れているという話がい
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かにして広まったのかは容易に理解できる。 

彼は 70歳 の 人 間 （と私はきいているのだが）に 

全く相応の容姿をしている。彼は声量のある 

低い声で，ぶっきらぼうで率直な「アメリカ 

式」 スタイルのあいさつをする。彼の握手は 

強かった。彼にはひととあいさつするときそ 

のひとの眼をじっと見つめる奇妙な癖がある。 

これはたぶん元来は「秘密の新案」だったの 

だろうが，いまや固定した習慣になっている。 

我々は昼食に簡単な食事をだされたが， アル 

コールはなかった。私の右側には， 日本担当 

アメリ力海軍参謀長のグリフィン海軍中将が 

マッ力一サ一から 一■人おいて座っており，私 

の左側には王室弁護士コミンズ • 力一[極東 

軍事裁判のイギリス参与検事 ] が座っていた。 

ロ一 ズはク' リフィンとマッカ一サ_ の間に座 

った。私は元帥がたいへん親切な興味深い人 

物であることに気づいた。王室弁護人力一は， 

ここで日本の戦犯裁判にたずさわっている。 

私はマッ力一サ一をかなり近くで観察するこ 

とができた。彼は常に彼自身を劇的に表現す 

るような非凡な人物である。

彼 の 「疲れたタイタン」のポーズは， 「運 

命を担う人」 という他のポーズに変わる。会 

話のなかの特殊な事柄にあわせて，両者が交 

互にでたりひっこんだりする。彼は明らかに 

威圧的かつ活動的な人である。 ティ一リング 

は彼の反対側に座っていたのだが，のちにな 

っていうには， マッカ一サ一は明らかに狂人 

かさもなくば天才であるが，そのどちらであ 

るかはわからないとのことだった。彼が偉大 

な演技者であることは確かである。私はマッ 

カーサ一は常に会話を独占するから気をつけ 

よといわれてきたが，彼はハ一ヴヱイ • ロ一 

ズという好敵手に出会った。 ローズがこの世 

でもっとも興味をもっているのは繊維で， こ 

れについてはたいへんな専門家である。彼は

マッカーサーもまたその産業の重要性を完全 

に了解すべきだと決めてかかっていた。マッ 

力ーサ一がわずかな間よどみなく話をしたと 

思ったら， ローズが日本の繊維に関する質問 

をして，その話を遮ぎるのが聞こえた。それ 

から彼は， マッカーサーに解答する機会を与 

えずに，強いヨークシャー訛りのしわがれ声 

で，「羊毛」 についての際限ない独演をやり 

はじめた。 マッカーサーは幾度かそれを遮ぎ 

ろうとしたが， ローズは耳を貸さず，単調な 

話をつづけた。 マッカ一サ一は断念せざるを 

えなくなり，何も発言することができずに食 

事が終る前には羊毛と木綿にぐるぐる巻きに 

され繭のようになっていた。 その後，お茶の 

時間に大使館に戻る。我々の計画は全く過密 

であることを発見し，そのことについて長い 

議論をしたが全く不成功だった。午 後 8 時， 

我 々 は 「私的な非公式な」夕食会をもったが , 

そこには多数の招待客がいたようにみえた。 

私の隣りにはガスコイン夫人が反対側の隣り 

にはダーク夫人がおり，楽しいお喋りをした。 

その後， ブリガディ一•ファーガソンと話を 

したが，彼はマラヤでの日本の侵略軍からの 

脱出についておもしろい話をした。のちに閣 

下 （彼を以後「H .E 」と略称しよう） と[チャ 

一ルズ ] ガードナー中将[極東英国首相特別 

代 理 （1945年 - 48年)， イ ギ リ ス 代 表 部 首 席  

(1945年 - 46年）](彼はマッカーサ一王の王宮に 

おけるアトリ一の私的代表である） と国内事情 

について長い興味深い話をした。閣下は政府 

のインドからの撤退政策を擁護したが， ガー 

ドナーはたいへん批判的だった。 ガードナー 

は私が会ったなかで最高の人物の一人である 

ようだ。彼は騎兵である。その後， じつに心 

地よく眠る。幸いにも，私は加藤さんという 

個人の近侍を得た。年老いた日本人で大使館 

に全生涯を捧げてきた人で，たいへん面倒見
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のよい人である。 しかし，彼が洗濯やアイロ 

ンかけのために，脱いだすべてのものを持っ 

ていくので私は当惑した。 ズボンとコートは 

私が脱ぐといつでも海綿でぬぐわれ， アイロ 

ンをかけられる。今日の午後着換えをしたと 

き，私のはどこへいってしまったのかと思っ 

た。私は盛装しなければならないのだ！彼は 

ネクタイや洗いたてのハン力チを靴下等と一 

緒にベッドの上に並べているのだが，私の細 

長いえり飾りを広げるのに手を焼くことだろ

5 。

10月1 3日

昨夜は充分休まった。午 前 7 時30分，加藤さ 

んがお茶をもってきてくれ，風呂の用意がで 

きたと告げた。朝食後10時に，連合国軍最高 

司 令 部 （アメリカ軍司令部）に我々全員が簡 

単な報告にでかけた。各部署の責任者たちは， 

優れた直接的な事実に即した陳述をしたが， 

最 も 印 象 的 な 話 は 情 報 部 長 ウ ィ ロ ビ ー  

〔G H Q 参 謀 第 二 部 （G 2 )〕のしたもので，そ 

れは部外秘として扱われねばならないもので 

ある。その s舌は司令部の強さ等にかんするか 

れの評価を含んでいた。（私はあとでウィロビ 

- は生れは生粋のドイツ人だが，アメリカ人に 

帰化したときいた。彼はそのような話しかたを 

する。彼はマッカーサーの大のお気に入りであ 

る。）我々は大使館で他の気持ちよい仲間と 

昼食をとる。（食事は常にイギリス風であり万 

全の準備が整っているようにみえる。 ワインは 

すばらしい。）午 後 2 時30分，我々は放送会館 

で最初の記者会見をした。息苦しい暑い臭気 

のある部屋が，汗ばんだジャーナリストたち 

で一杯になっており，ほとんどが日本人であ 

る。貧弱な質問が同じように貧弱な解答をひ 

きだす。午 後 3 時30分， ラングと私は脱けだ 

し， 日本人の通訳を連れて車で見物にでかけ

た。銀座を過ぎて，商 店 街 • 歓楽街に行く。 

二つの劇場を視くが，両方とも真昼間なのに 

超満員である！ そしてこれが戦争で破壊さ 

れた国でなのである。一方の劇場ではキャバ 

レ一 . ショウをやっており，他方ではけれん 

味のない演芸をやっていた。両方とも音楽入 

りの西洋風のものである。私は両方とも貧弱 

な娯楽だと思ったが，演芸のなかの二人の少 

女歌手はすばらしい声をしていた。我々はつ 

ぎに大学の校舎がある学生街（神田）をみた。 

校舎はひどく破壊されていたが，それでも印 

象 的 だ っ た 。そ れ か ら 通 訳 が 我 々 は 吉 原  

(「赤線」地帯）の近くにいるといったので， 

私はそこを車で通りぬけられるかどうかきい 

た。彼 は 運 転 手 （アメリカ人兵士）に指示し， 

我々は高い鉄の門を通過した。 ラングは牧師 

なので，私がここはいかなる地区かを説明す 

るとひどく身震いした。 そのアメリカ人運転 

手も同様であり，後に私にいうには，そこは 

厳 格 な 「立入禁止地域」であり，そこを車で 

通り抜けると処罰されかねないとのことだっ 

た。昔の吉原は多くは残っていなかった。数 

軒古い家がL、までも建っているだけである。 

ほとんどの家は新しい木造家屋で，そこで数 

人の女性が昔ながらの商売を営んでいるだけ 

である。そのうち何人かは美しい着物を着て 

おり，たいへん魅力的にみえた。米兵の運転 

手の目の玉は飛び出さんばかりであり，確実 

に彼は友人たちにこのことを得意気に話すだ 

ろう。彼はそこに立ち入ったおそらく最初の 

米兵だろう。お茶のため大使館に戻る。そこ

で 〔ハ ー バ ー ト • ヴ ヱ 一 レ〕 レ ツ ドマ ン 〔英

国大使館情報担当参事官， 1946年一61年，当 

初， _ 会代表団の同行者〕がいまや危機を脱 

し回復途上にあるとの朗報をきいた。彼は香 

港で入院中である。午 後 8 時， 白人屋敷の一 

つで，夕 食 （再び英国風の）を ダーク空軍中
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佐とその夫人， フィギス大佐や他の客人たち 

ととる。 よい友人たちとたくさん楽しい話を 

した。

10月1 4日

午 前 9 時30分，会議のため連合国軍最高司 

令部へ。 ウィティング元帥が迎えたが，彼は 

アメリカによる民政のさまざまな活動にかん 

する短いが興味深い概略を述べた。その後， 

我々統治部の専門家たちと会談するために座 

った。 これは占領の民生的側面である。長い 

テ一ブルの両側に座ったが，その専門家の説 

明は全く自由な質疑応答によってたびたび中 

断された。 しかつめらしさは，時々，かなり 

のからかいや冗談によって消えた。 アメリカ 

チームは一流の人々のようであるが，我々自 

身のグループは本当に見ばえがした。 アメリ 

力人は皆若く，たぶん35から50歳だったろう。 

彼等は我々に自分たちは日本をどうしようと

しているのかを話した。  すなわち， 日本

を近代民主主義に変形すること，封建的な国 

家と経済制度を破壊すること，古風な制度と 

思考様式を根絶すること，そして，一般的に 

いえば，国民を含めて一切合財をアメリカ式 

モデルに従って変形することである！ 彼等 

の何人かはそのことに疑問をもっているかも 

しれないが，そのような徴候はみせなかった。 

私にはそれは不可能な計画のように思われる。 

というのは，私には彼等が日本における伝統 

の力を完全に過小評価していることは確かだ 

からである。だが，彼等の熱狂ぶりには目を 

みはるものがある。 12時15分，我々は参議院 

( 日本における上院）の議長公邸にいき， そこ 

で，その議長と衆議院（日本における庶民院） 

護長が我々を昼食に招待した。衆議院議長は 

かつて機械技術者だったが，いまは労働組合 

総同盟会長である。（〔日本〕政府は社会主義

である。）通訳を介して彼と話をする。彼の 

名は K 〔駒吉〕• 松岡である。参議院議長は 

T 〔恒雄〕• 松平といい， ロンドンの大使館 

での長い経験をもち，上手な英語を話す。 

我々はすばらしい日本食をとったが，私はと 

てもそれが気に入り，少々酒も飲んだ。 ラン 

グは返礼の美事な短いスピーチをした。午後 

2 時30分，連合国軍最高司令部に次の会議の 

ために戻る。国の資源や人々の状態にかんす 

る多くの価値ある情報を得た。真に有益かつ 

貴重な一日だった。午 後 4 時30分，ティーの 

ため大使館に戻り，滞日中のイギリス人実業 

家たちと会う。合衆国当局の手による彼等の 

処遇には腹がすえかねるようで，不満が数多 

くだされた。我々は最善を尽して助力するこ 

とを約束した。午 後 8 時，大使館で公式夕食 

会。すばらしい夕食と極上のワイン。高官と 

その夫人たちとたいへん快いつきあいをする。 

グリフィンに再会して嬉しかった。私は彼を 

いっそう好ましく思うようになった。私が話 

をした人のなかにはパトリック卿](彼が何を 

しているかは神のみぞ知る！）やシアラーと呼 

ばれるたいへんそっけないはにかみ屋がいた。 

〔ジ ョ ン 〕 ノ 一 ス コ ツ ト 〔オーストラリア参

謀 総 長 （1942年一45年)， 日本占領英連邦軍総 

司 令 官 （1945年一46年)， オ _ ス ト ラ リ ア •ニ 

ュ 一 • サ ウ ス • ウエールズ州 総 督 （1946年一 

1957年)〕判事やウィリアム •ウ エッブ 卿 〔極 

東国際軍事法廷裁判長，（1946年 - 48年)〕 も 

いたが， 両人は戦犯裁判のためにオ ーストラ 

リアからここにきている。 ライダー夫人は禅 

宗の熱心な信奉者であり，かつ解説者である 

ことがわかったが，彼女の熱心さはそれを解 

説する能力をはるかに越えており，私には依 

然としてその秘密がわからない。 シーボルト 

夫人は父をフランス人，母を日本人とする魅 

力的な婦人で， 日本に生れ，合衆国事務官の
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シ 一 ボ ル ド 〔対 日 理 事 会 議 長 ，（1947年 8 

月）〕 と結婚している。 シーボルト夫人は美 

しく，極めて上品で完璧な英語を話し， もち 

ろん日本のすべてのことについて豊富な知識 

をもっていた。彼女と話していて，私はつい 

にここにいる見知らぬ人々について確実な情 

報を得はじめたと思ったが， こういう時はい 

つでもそうなのだが，我々の会話は極めて短 

かかった。私はひじょうに疲れているので， 

これを書き上げるのに無理矢理立ち向ってい 

るのだが， もしいったん止めたらこの習慣は 

こわれるだろうと確信しているので，無理に 

でも書いたのである。 とうとう午前 1 時45分， 

床につく。

10月1 5日

午 前 9 時，連合国軍最高司令部の治安警察， 

監獄等々にかんする会議。午前 11時，国会に 

て，参議院議長の出迎えを受ける。傍聴席か 

ら議場を見る。議長が我々の名前を呼ぶので， 

起立し礼をするよう指示される。我々がその 

ようにすると拍手喝采。 これは座席が馬蹄形 

になっている美しいホ一ルである。 その後，

我 々は議長および多数の参議院議員たちと円 

卓討論をした。重要なことは何もでてこなか 

った。通訳を通すことが自由な意見交換の障 

害となっている。かれらは皆， 明らかに自分 

自身に自信がなく，質問にたいする答えもた 

い へ ん 「用心深い」。 アメリ力人に受け入れ 

られるような好都合なことをしきりにいおう 

としたがる。午 後 1 時，我々は首相と閣僚た 

ちに招待され昼食をとる。たいへんよい昼食 

で， 日本の協同組合について国務大臣と有益 

な話を交わす。かれが私に話したことによる 

と，協同組合は余り重要でない。その後， 

我々は衆議院の議会に参加すると，同じ歓迎 

方式がとられた。馬蹄型の座席のあるもうひ

とつの豪華な讓場。座席の配置が全体に広々 

しているのが印象的だった。 もう一度円卓会 

護が議員のなかの議員とでもよぶべき人々と 

行われる。私は幸運にも社会民主主義者で熱 

心なフェミニストで強い産児制限論者の加藤 

〔シズェ〕女史と話すことができた。 ョ一ロ 

ッパを広く旅行したことのある人で完璧な英 

語を話す魅力的な婦人。そのあと私は片山首 

相と短い話をした。彼は英語が駄目で，かな 

り鈍く印象的でない人物であるようにみえた 

が， これは通訳を必要としていたからかもし 

れない。午 後 5 時30分， シーボルトの家で力 

クテルパ一ティ一。同じうんざりする多数の 

人々。私の知るかぎりこのようなバーティ一 

は時間を浪費する最も退屈な方法である。部 

屋の隅で幸運にもシ一ボルト夫人をみつけ， 

10分間ほど彼女と静かに話をする。彼女は当 

然熱心に彼女の国〔日本〕 と国民について話 

をする。彼女は国と国民の双方についてきわ 

めて多くの空想的無意味なことが語られてい 

るといい，理解の第一歩は古い奇妙な伝統や 

慣習についての全てを忘れることであり， 日 

本人を他のすべての国民と同じような，同じ 

精神や心をもった男や女と考えることである 

という。 自明のことであり，全く正当だ。午 

後 8 時，大使館で静かな夕食。数時間の大勢 

の人との外交的儀礼のあとの何という休息。 

11時前にべッドに入る。たいへん疲れる。

10月1 6日

午 前 9 時，再度要点の説明のために連合国 

軍最高司令部へ。 アメリカ人はこの種のこと 

に凝るのだが，その一人が今朝私に，我々代 

表団の仕事の能力にかれらは強く印象づけら 

れたといった。かれらは皆，我々がこの国や 

国民について， その過去や現在について何も 

知らないという前提で事を進めている。たぶ
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ん必要なのだろうが，私には腹立たしい。か 

れらはどのように日本をかれら自身の鋳型に 

改造するかという仰々しい考えで一杯である。 

かれ ら は ひ ど く 自 信 〔無知な軽率さとさえい 

いうる！）をもっており，かれらの政策の正 

当性やその実行性について疑問をもつ人には 

私は出会った '—とがないのである。 日本人の 

態度がこの根づよいごう慢さを助長している。 

日本人は卑下し， ひじょうにこびへつらって 

おり， 自分自身の精神や意志をもっていない 

かのようにみえるが，私は確かにこれは表向 

きの顔であると思う。我々はライダ一大佐と 

有名な帝国ホテル（ロイド•ライトの製作）で 

昼食をとる。外観は大急ぎで見たのでこぶだ 

らけという印象をもったにすぎないが，内部

は火山岩で造られた全く不思議な ----------種の

ハリウッド式—— アラビア風なのに私は驚い 

た。廊下は不快なまでに暗く，部屋は栄光あ 

る死体公示場のようだった。だが， もちろん 

ライトの偉大な功績は，地震の衝撃にたいし 

てその建物が完全に強固だったことを実証し 

たことにある。午後さらに情報を得るために， 

連合国軍最高司令部に再び戻る。 その後，西 

側の実業家のために収集された日本製品の展 

示場を訪れた。かれらはいまや再び日本に浸 

透しはじめつつある。多数かつ多種類の見本 

があるが，そのほとんど全ては未だ製造され 

ていないか，販売までに長期の遅れを余儀な 

くされるものである。それから東京ホテルを 

見にいったが， そこは外国の私的貿易商たち 

がやむなく住んでいるところである。サーヴ 

ィスはよいが，一 日 2 ポンド1 0シリングとい 

う費用にかれらは不平をいっている。午 後 5 

時， フィギス大佐の部署にマーガレット•ア 

レン女史を訪問。 アレン女史は若くて美しい 

知的なアメリカ婦人であり，連合国軍最高司 

令部で不特定の仕事をしている。彼女は日本

で生活し仕事をしている朝鮮社会民主主義者 

たちの歴史について，多少私に話した。かれ 

らは，天皇の暗殺を試み終身刑に服している 

朴ュオに指導されている。彼女は朝鮮人と朝 

鮮に好感をもっているようである。彼女はま 

た日本の原住民アイヌの子孫はなお北海道に 

生活していることに触れた。かれらは熊の崇 

拝者である。午 後 8 時，〔フレイン〕ベイ力 

一 准 将 〔G H Q 渉外局長〕 との夕食へ。彼は 

厳格な人のようにみえたが，私にはたいへん 

楽しい夜だった。私は幸運にもマッカーサー 

の医師である軍医大佐と長いこと話をした。 

かれはマッ力一サ一の習慣と状態について話 

をしている間，全く抑制されていなかった。 

〔彼はたくさんカクテルを飲んでいた。）マッカ 

ーサ一はほとんど動かしがたい養生法をもっ 

ていると彼はいう。毎日昼食後 2 時間眠り， 

夜 は 8 時間眠ることを主張する。彼の禁酒主 

義は狂信によるのではなく，彼の健康状態を 

心配することによっている。彼は特別のばあ 

いに乾杯の音頭をとることはあっても， ワイ 

ンを飲むことは殆んどない。彼には，ベイ力 

一准将とその職員か世界のニュ一スのタイジ 

ニストを毎日準備するが，彼は非常に視覚务 

な記憶をするので，彼は並はずれた知識をも 

っているとかれを訪問する者に印象づけるこ 

とができる。彼は正統派キリスト教〔第 1 次 

大戦後アメリ力新教内で起った思想運動で聖 

書の字句を文字通り信じる派〕を深く信仰し 

ている。彼は周囲の将校たちに強い影響力を 

もち，彼の身体のフィトネス礼賛もかれらに 

影響を与えていた。 しかし，その医師がいう 

には， マッカーサーは何も規則正しい正式の 

運動はしていないが，明らかに彼の部屋をゆ 

っくり歩き廻ることで彼が必要とするものは 

全て得られている。その医者は日露戦争のと 

きのマツカーサ一の逸話を話した。（その当
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時，マッカーサーは合衆国の軍事監視員だっ 

た。）彼は日本兵のために大量の特殊な刺激 

性錠剤を入手する役目だったが， 日本兵たち 

はそれを手にするとただちに投げ捨てた。最 

後には，兵は飲みこむべしという天皇の命令 

がだされると，兵全員が絶対服従した。私に 

は大佐の話のある部分には若干敵意があるよ 

うに思えたし，彼は内心マッカ一サ_ を嫌っ 

ているのだと思う。深夜家に戻り， テ ィ ー リ 

ングとプレスコットと「困難」がはっきりし 

て い る ハ ー ヴ ェ イ • ローズについて話し合う。 

私はそれは針小棒大であると思った。 ロ一ズ 

と胸襟をひらいて話し合うのは困難な事柄で 

あるが，最終的にはプレスコットが引き受け 

てくれた。彼に幸あれ！

10月1 7日

午 前 9 時，再度，簡単な報告のために連合 

国軍最高司令部へ。全くうんざりしてきてい 

るが，礼儀正しくするためには我々は何もい 

ってはならない。今回は物価と配給について 

であった。情報は不思議なほど不正確で， 

時々くいちがっているようにみえた。疑いも 

なく，大規模な腐敗と広範な「暴力行為」が 

あり， アメリカ人はそれらを抑えようとして 

いる。 12時30分に， ニュージーランド人の 

〔T _ W 〕オ ブ ラ イ ニ ン 准 将 〔G H Q 経済科学 

局〕 とかれの美しく，かなりおもしろい家で 

昼食。その家は日本の古い農家を模倣して建 

てられているが，全 て の 「近代設備」がある。 

(大した農家だ！）オブライエンは， どのよう 

にしても冬はひどく寒く，近代的な暖房設備 

をしても同様であると不平をいった。彼は， 

おいしい食事とワインをごちそうし，楽しい 

交りになった。 日 本 の 「科学」 について討論 

するために連合国軍最高司令部に戻る。 ここ 

での他の全てのことがそうなのだが，それは

古いものと近代的なものとのごたまぜであり， 

最も近代的な思想と技術と根強い迷信とが 

—— 時々，同一人物のなかで—— 共存してい 

る。教育水準は全体的に極めて低いといわれ 

ている。我々はつぎに労使関係課を訪問した。 

これは，人員も少なくその課が何をしようと 

しているのかについてひどく混乱していると 

いう印象を私が受けた組織だった。（我々は 

よく選択されていない情報を多すぎるほど与え 

られるので，吸収する時間がない。 とくに困っ 

たことは確実な手がかりをみつけるためには， 

時間がないということである。）午 後 5 時30分， 

我々皆ふらふらになって大使館に行くが，お 

茶と休息は有難い。午 後 8 時， カナダ公使館 

へ食事にいくが，そこでシービー， ア _モ ン  

ド准将， W  • ウヱッブ卿，およびカナダ通商 

委員とよく話をした。大使館に戻り，待ちど 

おしかったベッドに入ったのは午後 11時30分。

10月1 8日

午 前 9 時，連合国軍最高司令部，天然資源 

局にて。極めて興味深い，有益な午前だった。 

ここのアメリカ人たちは万事心得ており，重 

要なことと瑣末なことの違いを知っている。 

これはたぶん彼等が理論ではなくて，厳しい 

現実を扱っているからだろう。主な討論は， 

日本の農業と漁業にかんしてであった。全捕 

獲魚類の 6 4 % が，わずか約1500メ 一 トル幅と 

いう沿岸の極めて狭い帯のなかでの内陸漁業 

の成果であると知って，私は啞然とした。大 

使館で昼食。午 後 2 時， 日本漁業にかんする 

専門家ネヴィルとイヱオとさらに討議するた 

めに戻る。午 後 4 時， アームストロング氏と 

いう人が私を迎えにきて，一人， モナミ•ク 

ラブに連れていかれ，そこで日本人のフヱビ 

アン主義者の人たちと数人の同じような考え 

をもつアメリカ人の友人たちに会ったが，三
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人のたいへん好感のもてる婦人がいることが 

わかった。幣原男爵， ニゲシ博士，高良とみ 

子 女 史 （国会議員）は，私とたいへんよい会 

話を交した。私 は 松 本 （現在，外務事務次官） 

と 中村 博士 （国会議員） とも話をした。それ 

からたいへんすばらしい興味ある日本の食事 

をとった。（そのクラブは日本式家屋にあるが， 

じゅうたんが敷いてあるので，靴を玄関で脱 

ぐ。）夕食は日本流であったが，ある譲歩が 

私とアメリカ人になされた。 それは我々は脚 

を前に投げだして床から18インチほどの高さ 

の低いテ一ブルの下に入れることを許された 

ということである。それでも，その姿勢は間 

もなくひどく不快になるものであり，全くそ 

わそわして落ちつかなくなった。私は日本酒 

を飲んだ。 はじめてだと思う。 ひじょうに弱 

いアルコールであり，むしろ悪いシェリー酒 

のようだった。私は順番に一人一人日本人男 

性 に 「乾杯」（そ れ は 「杯の底を乾す」の意味 

だといわれた） という祝詞とともに，酒で祝 

杯をあげられていることに気づいた。その祝 

杯を飲む時にはひと飲みで杯の酒を空にする 

のが客の義務であり，杯はただちにまた一杯 

にされる。酒はわずかに温められてでてきて， 

装飾的な陶器のボトルからサーヴされる。 ボ 

トルは際限なく次々と運ばれ，多量の酒が飲 

まれる。後に私はアメリカ人の 1 人から聞い

たことだが，祝杯をあげて，客に際限なく酒 

を 杯 （それは小さいものだが）で飲むことを 

強制するゲームは，全てこのようなディナ一 

においては好んでなされるものであり，その 

目的はもちろん客を酔わせることにある。私 

のばあいには，それは完全に失敗に帰した。 

というのは，私が空にしなければならなかっ 

た沢山の酒の杯は， ほとんど私に影響を与え 

なかったからである。 アバディーン生れであ 

ることが好都合なのである！日本人はアルコ 

一ルが飲める能力を大いに称賛し，それを英 

雄的徳性の一 ^3 であると考えているようであ 

る。 これは，彼等自身がこの方面で周知のよ 

うに弱いということからきているのかもしれ 

ない。出席したかなり年配の人たちは酔った 

徴候を示さなかったが，たぶんそれは彼等が 

注意して飲みすぎないようにしたからだろう。 

だが，若い方の何人かは，彼等の行動に好ま 

しくないものはなかったけれども，多少騷々 

しくヒステリックになった。私は大使館に戻 

ると， シーボルト夫人が親切にも私にたいへ 

ん美しい漆器をプレゼントしてくれたことが 

わかった。そのプレゼントは，多数の友人を 

ひどく羨ましがらせた。早く就寝。 （続）

(経済学部教授）
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